
　

岡
村
前
市
長
の
ご
逝
去
に
伴
っ
て
行
わ
れ
た

市
長
選
挙
に
お
い
て
は
、各
候
補
者
が
、そ
れ
ぞ

れ
の
政
治
信
念
に
基
づ
い
た
政
策
を
掲
げ
、
熱

い
選
挙
戦
を
繰
り
広
げ
て
お
り
ま
し
た
。結
果
、

激
戦
の
末
、
奥
ノ
木
信
夫
市
長
が
誕
生
す
る
事

と
な
り
ま
し
た
。

　

奥
ノ
木
市
長
は
、
こ
れ
ま
で
川
口
市
議
会
議

員
１
期
、
埼
玉
県
議
会
議
員
５
期
に
わ
た
る
政

治
活
動
を
と
お
し
て
、「
公
平
公
正
で
あ
る
こ

と
」そ
し
て「
弱
い
と
こ
ろ
に
光
を
あ
て
る
」、
こ

の
２
つ
を
政
治
信
条
と
し
て
、
市
民
の
ご
意
見

や
ご
提
言
を
真
摯
に
受
け
止
め
な
が
ら
、
地
方

自
治
に
携
わ
っ
て
き
た
と
の
事
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、今
回
の
市
長
選
挙
に
お
い
て
、こ
の

２
つ
に
、
新
た
に「
み
ん
な
で
つ
く
る
川
口
の
元

気
」を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
加
え
る
と
と
も
に
、「
人
々

の
元
気
」「
産
業
の
元
気
」「
く
ら
し
の
元
気
」

「
ま
ち
の
元
気
」「
み
ん
な
の
元
気
」
の
５
つ
の
元

気
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に
、
30
項
目
か
ら
な
る
政
策

宣
言
を
示
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

今
後
は
、
こ
れ
ら
30
項
目
の
政
策
の
実
現
に
向

け
て
、
市
民
生
活
の
安
定
と
中
小
企
業
の
経
営

安
定
を
念
頭
に
置
き
な
が
ら
、
市
政
運
営
に
全

力
で
取
り
組
ん
で
参
る
と
の
事
で
あ
り
ま
し
た
。

　

さ
て
、平
成
26
年
度
の
予
算
規
模
は
、一
般
会

計
に
お
い
て
は
、
対
前
年
度
当
初
比
0.3
％
増
の

１
，７
３
２
億
３
，０
０
０
万
円
、
特
別
会
計
に
お

い
て
は
、
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
を
は

じ
め
12
会
計
で
、
対
前
年
度
当
初
比
0.3
％
増
の

１
，４
４
４
億
６
，１
１
３
万
６
千
円
、企
業
会
計

は
２
会
計
で
、
対
前
年
度
当
初
比
20
．９
％
増
の

４
０
１
億
５
，７
０
０
万
円
と
な
り
、
全
会
計
で

は
、
対
前
年
度
当
初
比
2.3
％
の
増
と
な
る
３
，５

７
８
億
４
，８
１
３
万
６
千
円
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、提
出
さ
れ
た
予
算
議
案
は
、平
成
26
年

度
一
般
会
計
を
は
じ
め
15
件
、
一
般
議
案
は
、

「
川
口
市
青
少
年
問
題
協
議
会
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」等
の
条
例
議
案
52
件
、
財
産
の

取
得
議
案
２
件
、権
利
の
放
棄
議
案
１
件
、訴
え

の
提
起
議
案
１
件
、
市
道
路
線
の
認
定
・
廃
止

議
案
６
件
、
議
員
提
案
の
意
見
書
３
件
で
そ
れ

ぞ
れ
原
案
通
り
に
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
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３
月
議
会
を
終
え
て

市税
50.7％

国庫支出金
18.2％

県支出金
5.0％

繰入金
4.6％

地方消費税
交付金 3.2％

諸収入 3.0％
地方交付税 2.7％

繰越金 1.4%

2.7%

分担金及び負担金
地方譲与税
地方特例交付金
財産収入
自動車取得税交付金
利子割交付金
配当割交付金
交通安全対策特別交付金
株式等譲渡取得割交付金
ゴルフ場利用税交付金
寄附金

商工費0.6％
議会費0.6％
農業費0.5％
労働費0.3％
予備費0.1％
諸支出金0.1％

後期高齢者医療
看護学校
東口駐車場
交通共済
西口駐車場
用地取得
学童共済

使用料及び
手数料 2.6％

歳入
1,732億
3,000万円

民生費
44.4％

教育費
12.3％

土木費
11.9％

衛生費
8.9％

総務費
7.5％

消防費
3.4％

公債費
9.4％

小型自動車
6.0％

下水道
3.5％

区画整理
2.1％

1.6％

一般会計
48.4％

特別会計
40.4％

総予算
3,578億

4,813万6千円

病院
6.3％

市債
5.9％

水道
4.9％

国民健康保険
18.3％

介護保険
8.9％

歳出
1,732億
3,000万円

総予算内訳一般会計歳出一般会計歳入

企業会計
11.2％



市
町
村

特
例
市

中
核
市

政
令
指
定
都
市

いざ
中核市へ!!

　
本
市
は
、
大
消
費
地
で
あ
る
東
京
を
背

景
に
、
鋳
物
や
機
械
を
は
じ
め
と
す
る
産

業
が
集
積
す
る
「
も
の
づ
く
り
の
ま
ち
」

と
し
て
、
県
内
は
も
と
よ
り
、
全
国
で
も

有
数
の
産
業
都
市
に
成
長
し
て
き
ま
し
た
。

　
ま
た
、
緑
豊
か
な
台
地
に
恵
ま
れ
、
世

界
に
冠
た
る
「
安
行
の
植
木
」
や
花
卉
な

ど
、
様
々
な
特
産
農
産
物
を
生
み
出
す

「
緑
化
産
業
都
市
」
で
も
あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ら
、
本
市
独
自
の
工
業
製
品
や
農

産
品
な
ど
を
広
く
国
内
外
に
Ｐ
Ｒ
し
、
展

示
・
販
売
す
る
た
め
の
「
市
産
品
フ
ェ

ア
」
な
ど
を
開
催
し
、
積
極
的
に
売
り
込

ん
で
参
り
た
い
と
考
え
て
い
る
と
の
事
で

あ
り
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
伝
統
に
培
わ
れ
た
本
市
独

自
の
技
と
気
質
を
活
か
す
と
と
も
に
、
市

民
の
皆
さ
ん
の
「
ふ
る
さ
と
川
口
」
へ
の

思
い
を
大
切
に
し
な
が
ら
、
個
性
を
活
か

し
、
自
主
的
か
つ
自
立
し
た
市
政
運
営
を

進
め
て
い
く
こ
と
が
、
本
市
の
さ
ら
な
る

発
展
に
つ
な
が
る
も
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

　
一
方
、
今
回
の
選
挙
に
お
い
て
市
長
は
、

市
民
の
皆
さ
ん
へ
の
質
の
高
い
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
や
個
性
あ
る
ま
ち
づ
く
り
を
推
進

す
る
た
め
に
、
中
核
市
へ
の
移
行
を
目
指

す
こ
と
を
政
策
の
一
つ
に
掲
げ
て
お
ら
れ

ま
す
。

　
中
核
市
に
な
る
こ
と
で
、
福
祉
や
保
健

衛
生
、
環
境
、
都
市
計
画
な
ど
、
市
民
の

日
常
生
活
に
関
わ
り
の
深
い
事
務
権
限
が

県
か
ら
移
譲
さ
れ
、
本
市
の
実
情
に
応
じ

た
独
自
の
ま
ち
づ
く
り
を
展
開
し
て
い
く

こ
と
が
可
能
と
な
る
と
と
も
に
、
よ
り
き

め
の
細
か
い
サ
ー
ビ
ス
が
迅
速
に
提
供
さ

れ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。

　
今
後
、
他
の
自
治
体
の
取
り
組
み
状
況

等
を
十
分
に
調
査
・
研
究
し
、
中
核
市
へ

の
円
滑
な
移
行
に
向
け
準
備
担
当
を
置
く

と
と
も
に
、
地
域
の
個
性
を
活
か
し
な
が

ら
、
魅
力
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る
ま
ち
づ
く

り
に
鋭
意
取
り
組
ん
で
も
ら
い
た
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。

　
市
民
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
、
川
口

の
新
し
い
時
代
を
築
く
ま
ち
づ
く
り

を
進
め
て
い
く
た
め
に
は
、
市
民
と

行
政
が
互
い
の
立
場
や
考
え
を
尊
重

し
合
い
、
価
値
観
を
共
有
し
、
そ
れ

ぞ
れ
の
役
割
を
果
た
し
て
い
く
こ
と

が
、
何
よ
り
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　
そ
の
た
め
に
は
、
行
政
が
説
明
責

任
を
果
た
し
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
率

直
な
ご
意
見
や
ご
提
言
を
お
聞
き
す

る
こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。

そ
し
て
市
民
一
人
ひ
と
り
が
、
市
政

に
関
心
を
持
ち
、
市
民
と
行
政
の
相

互
信
頼
に
よ
る
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

を
基
本
に
、
知
恵
と
力
を
出
し
合
い
、

ま
ち
づ
く
り
に
参
加
し
て
い
た
だ
く

こ
と
こ
そ
が
大
原
則
で
す
。

　
昨
年
の
12
月
市
議
会
定
例
会
に
お

い
て
、
岡
村
前
市
長
が
総
合
的
に
判

断
し
た
結
果
、
新
庁
舎
の
建
設
地
を

「
現
本
庁
舎
敷
地
」
並
び
に
「
現
市

民
会
館
及
び
同
事
務
棟
敷
地
」
と
す

る
こ
と
を
決
断
さ
れ
、
議
会
の
同
意

が
な
さ
れ
ま
し
た
。

　
改
め
て
申
し
上
げ
る
ま
で
も
な
く
、

市
議
会
は
市
の
意
思
決
定
機
関
で
あ

り
、
議
会
の
議
決
は
大
変
重
い
も
の

で
あ
り
ま
す
。
さ
ら
に
奥
ノ
木
市
長

は
、
岡
村
前
市
長
の
遺
志
を
継
承
す

る
こ
と
を
公
約
に
掲
げ
、
こ
の
度
の

市
長
選
挙
に
臨
ん
で
お
ら
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
新
庁
舎
の
建
設
地
に
つ
い

　本市では、いわゆる「バブル景気」崩壊後の厳しい
財政状況の下、岡村前市長を「行政改革推進本部」の
本部長として、積極的に自主財源の確保に努めるとと
もに行財政改革に不断の努力を傾注し、１６年間で約
１,３８５億円の経費と４９７人にのぼる市職員を削減す
るなど、大変大きな成果を挙げてきました。
　岡村前市長の市政運営に対する並々ならぬ熱意と
尽力に対し、改めて深く敬意を表するものとし、今後
も、より一層実効性ある行財政改革に積極的に取り組
みながら、本市の「３大プロジェクト」である「市立高
等学校３校の再編・統合」「（仮称）赤山歴史自然公園
及び（仮称）川口市火葬施設の整備」並びに「老朽化
した市庁舎の建て替え」の各事業についても、しっか
りと継承し、推進して参るとの事であります。
　しかしながら、今後本市では、これら３大プロジェク
トをはじめとする事業に、多額の市債を発行すること

となり、将来、その償還に対応していく必要があります。
さらには、超高齢社会への対応や景気対策、郊外地域
の都市基盤整備の促進など、財政支出を伴う行政課
題が山積です。
　財政運営の自主性と安定性を確保し、質の高い行
政サービスを維持するためにも、市税収納率の向上
や不要資産の売却など、自主財源の確保に努めると
ともに、事業の実施にあたっては、限られた財源と人
員の中で、市民の皆さ
んの視点に立ち、徹底
した選択と集中を図り、
本市の財政規模に見
合った市政運営に努
めるとの事で今後に
期待したいと考えて
います。

個
性
を
活
か
し
自
立
し
た
地
方
自
治
の
実
現
に
つ
い
て

〜
中
核
市
へ
の
移
行
を
目
指
す
〜

「
市
庁
舎
の
建
設
地
に
つ
い
て
」

　
　
　
〜
ご
意
見
を
聞
き
な
が
ら
丁
寧
か
つ
慎
重
に
〜

財政力に見合った市政運営について ～市債に頼らない財源確保を～

　これまでの地方議会の役割は、住民に負託されて、
首長の政策や予算のチェックを行なう、「監視型」の
議会でありました。しかしながら、地方分権の推進に
より、地方自治体の自主性・自律性がより一層求め
られることとなり、議会においても、従来の監視的な
機能にとどまらず、政策形成機能の充実を図ること
が必要不可欠となっています。
　本市では、すでに平成２２年３月市議会定例会に
おきまして、議員提案による「川口市中小企業振興条

～議会と市長が両輪となり～

例」が全会一致で可決・制定され、市内中小企業の振
興に大いに寄与しているところであります。
　また、平成２４年３月市議会定例会においても、
「川口市歯科口腔保健の推進に関する条例」が全会一
致で可決・制定される等、市民の健康増進にも役立っ
ているものと考えております。
　奥ノ木市長は、議会におけるこのような取り組み
を今後もさらに進めていただき、地域の課題や市民
の皆さんからの多様なご意見・ご要望を、議員の皆
様が議論を重ね調整を図りながら合意形成に至る、
「政策提言型」の議会運営を大いに期待されるとの事
であり、今後、川口のさらなる発展のために、我々議
会と行政が互
いの知恵を結
集しながら市
政運営に取り
組んで参りた
いと思ってお
ります。

て
は
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
中
に
、
未

だ
い
ろ
い
ろ
な
声
が
あ
る
こ
と
は
十

分
承
知
し
て
い
る
と
の
事
で
す
。

　
本
市
の
シ
ン
ボ
ル
と
な
る
市
庁
舎

の
建
て
替
え
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域

の
活
性
化
、
防
災
機
能
や
耐
震
性
、

経
済
効
果
な
ど
に
つ
い
て
、
市
民
の

皆
さ
ん
の
ご
意
見
を
伺
う
機
会
を
設

け
て
、
丁
寧
か
つ
慎
重
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
「
Ｓ
Ｋ
Ｉ
Ｐ
シ
テ
ィ
」

の
活
性
化
に
つ
き
ま
し
て
も
、
今
後
、

十
分
に
検
討
し
て
参
り
た
い
と
の
事

で
我
々
議
会
側
も
含
め
て
市
民
に
ご

理
解
・
ご
協
力
を
頂
け
る
よ
う
努
力

を
し
て
く
つ
も
り
で
す
。

※このレポートは市長の所信と報告を抜粋加筆して作成しています。

「政策提言型議会への期待」
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市　民

選　挙市
政
の
執
行

議決・調査・検査

政策提言

条例・予算など提案

市議会
（議決機関）

市　長
（執行機関）

選
　
挙

請
願
・
陳
情
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携帯でサイトへ！

市議会議員に出来る事は何なりとご相談ください！

各社のバーコード対応機種で
ご利用出来ます。

板橋ともゆき政務調査事務所
〒334-0061　川 口 市 新 堀 8 4 1 番 地

TEL.048-281-5246 FAX.048-285-9644
e-mail itaba-fp@sainet.or.jp
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　板橋ともゆきは、一人でも多くの市民の皆様に市政の現状や課題をお伝えするため、出
前市政報告会を行っています。「川口市政、市議会に言いたい事がある。」など、報告にと
どまらず、ざっくばらんな市政について意見交換が出来ればと思っています。ご希望の方は、
メールかＦＡＸにてご連絡下さい。お待ちしています。

出前市政
報告会！

ウェブ検索板橋智之

活動情報の
発信として

ブログ更新
中！

http://itabashi.sailog.jp/

市政全般について、板橋ともゆきについて等、どんなことでもかまいません。
ざっくばらんなご意見・ご要望をお待ちしています！

048-285-9644

FAX 048-285-9644

◆ご意見を記入して下さい。

フリガナ
お名前

住　所

電話番号

ご意見・ご要望を下さい！

送信用紙
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